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プラズマ・核融合学会誌
第８９巻総目次
２０１３年
巻 頭 言 年頭所感－プラズマ科学とプラズマ応用－ 斧 � 一 １
挨 拶 会長就任のご挨拶 二 宮 博 正 ４４３
解 説 イオン液体含浸有機隔膜によるリチウム同位体分離技術開発 星 野 毅 ３

液中プラズマが拓く水素社会 －廃油で水素自動車を走らせろ！－ 野 村 信 福 １９９
フローパターンが見出す３次元MHD平衡のプラズマ境界 居 田 克 巳，神 谷 健 作，鈴 木 康 浩 ３１９
EUV光源開発の現状 東 口 武 史，遠 藤 彰，溝 口 計 ３４１
ブランケットにおける機能性被覆に関する研究 鈴 木 晶 大，近 田 拓 未，田 中 照 也 ３４９
常識となっていないシース現象 河 野 明 廣 ５２９
波動粒子相互作用による放射線帯相対論的エネルギー電子の生成機構とその人工衛星観測による

実証に向けて 三 好 由 純，加 藤 雄 人，小 嶋 浩 嗣 ，疋 島 充 ５３６
原子力関連施設周辺での環境トリチウムモニタリングの実際 柿 内 秀 樹，赤 田 尚 史 ６４５
分子軌道法を用いたプロセスプラズマへのアプローチ 林 俊 雄 ８３５

小 特 集 反水素合成から反水素物理へ－反陽子，陽電子の冷却・中性化とトラップ－
１．はじめに 檜 垣 浩 之 １１
２．Purpose of Anti-Hydrogen Studies ROBICHEAUX Francis １３
３．低速反粒子ビーム生成 鳥 居 寛 之，黒 田 直 史，満 汐 孝 治 １７
４．反水素合成と反水素ビーム 榎 本 嘉 範，永 田 祐 吾，黒 田 直 史 ２４
５．低速反陽子衝突実験 鳥 居 寛 之，黒 田 直 史 ２８
６．反水素原子の閉じ込めと分光 藤 原 真 琴 ３０
７．反陽子ヘリウムのレーザー分光 堀 正 樹 ３７
８．おわりに 檜 垣 浩 之 ４１
用語解説 ４２
重イオン慣性核融合のためのエネルギードライバー開発の進展
１．はじめに 堀 岡 一 彦 ８７
２．重イオン慣性核融合システムの全体像

川 田 重 夫，堀 岡 一 彦，高 山 健，小 栗 慶 之，長 谷 川 純，菊 池 崇 志 ８９
３．イオン源 長 谷 川 純 ９６
４．誘導加速器 高 山 健 １０２
５．最終集束系 菊 池 崇 志，小 栗 慶 之 １１０
６．おわりに 堀 岡 一 彦 １１６
大気圧非熱プラズマを活用した環境保全技術の新展開
１．はじめに 大久保雅章 １３７
２．プラズマにおける環境改善反応過程の基礎 杤久保文嘉 １３９
３．プラズマを用いた大気環境保全技術の動向 水 野 彰 １４５
４．燃焼機器排ガスのプラズマ複合処理技術 大久保雅章，藤 島 英 勝，大 塚 馨 一 １５２
５．室内環境保全のための大気圧マイクロプラズマ技術 清 水 一 男 １５８
６．大気圧下でのプラズマ放電により生成された正極性および負極性の

クラスターイオンによる空気浄化技術 西 川 和 男 １６４
７．おわりに 柴 垣 寛 治 １６９
プラズマ支援燃焼の現状と展望
１．はじめに 上 杉 喜 彦 ２０７
２．Nonequilibrium Plasma Assisted Combustion: A Review of Recent Progress

SUNWenting and JU Yiguang ２０８
３．プラズマ支援燃焼の化学反応メカニズムプラズマサポートによる着火遅れ短縮の可能性

安 東 弘 光，酒 井 康 行，桑 原 一 成 ２２０
４．定常予混合バーナーの燃焼におよぼすプラズマ支援効果 上 杉 喜 彦，佐々木浩一 ２２５
５．繰り返しナノパルス放電プラズマ中のラジカル計測と点火特性

渡 邊 正 人，堀 田 栄 喜，田 上 公 俊，牛 丸 浩 二，窪 山 達 也，森 吉 泰 生 ２２９
６．非平衡プラズマを用いたガソリンエンジン燃焼の改善 池 田 裕 二，西 山 淳 ２３４
７．ジャイアントパルスマイクロレーザーによるエンジン点火の可能性

平 等 拓 範，常 包 正 樹，金 原 賢 治，森 島 信 悟，田 口 信 幸，杉 浦 明 光 ２３８
８．まとめと今後の展望 佐々木浩一 ２４２
ヘリカル型核融合炉設計の現状と展望
１．はじめに：設計統合とR&D 相 良 明 男，後 藤 拓 也，御手洗 修 ３５９
２．ヘリカル炉心プラズマの設計 宮 澤 順 一，横 山 雅 之，鈴 木 康 浩，

佐 竹 真 介，政 岡 義 唯，村 上 定 義，關 良 輔，後 藤 拓 也 ３６６
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３．ヘリカル炉用超伝導マグネットの概念設計
柳 長 門，濱 口 真 司，高 畑 一 也，夏 目 恭 平 ３７４

４．ブランケット設計 田 中 照 也，廣 岡 慶 彦，深 田 智 ３８４
５．ヘリカル炉の構造とダイバータ設計

田 村 仁，増 崎 貴，後 藤 拓 也，時 谷 政 行，芦 川 直 子 ３９３
６．今後の課題 相 良 明 男 ３９９
ITERに向けた遠隔実験の現状
１．はじめに 小 関 隆 久 ４６２
２．既存装置の遠隔実験の現状および予定と課題
２．１ JT‐６０Uにおける遠隔実験 諫 山 明 彦 ４６４
２．２ LHD等における遠隔実験 中 西 秀 哉，長谷川 真，吉 川 正 志 ４６８
３．高速データ通信技術と遠隔実験データ解析開発の現状と展望

山 本 孝 志，江 本 雅 彦，中 西 秀 哉 ４７４
４．遠隔実験におけるシミュレーションの役割 福 山 淳 ４７９
５．遠隔コミュニケーションシステムの現状と展望 丹 康 雄 ４８２
６．BA遠隔実験センターと ITERにおける遠隔実験 小 関 隆 久，米 川 出 ４８７
IAEAにおける原子分子データCoordinated Research Projects（CRP）
１．はじめに BRAAMS Bastiaan J.，今 井 誠，加 藤 太 治 ５７９
２．Coordinated Research Projects (CRP) 高 木 秀 一，小 池 文 博，中 村 信 行，坂 上 裕 之，

澤 田 圭 司，後 藤 基 志，加 藤 太 治，芦 川 直 子，西 村 好 史，齋 藤 純，
横 川 大 輔，周 建 斌，WITEK Henryk A.，IRLE Stephan ５８３

３．原子分子データの評価とコード比較
市 川 行 和，高 木 秀 一，中 村 義 春 ，今 井 誠，佐 々 木 明 ６００

４．データセンターネットワーク活動 村 上 泉，仲 野 友 英 ６１１
５．まとめ BRAAMS Bastiaan J.，今 井 誠，加 藤 太 治 ６１５
プラズマによる短波長光源研究の進展とその物理
１．はじめに 東 口 武 史 ６５２
２．原子過程と輻射流体 佐々木 明，砂 原 淳，西 原 功 修 ６５４
３．価数分離スペクトルの測定法とスペクトル解析

大 橋 隼 人，中 村 信 行，坂 上 裕 之，田 沼 肇 ６５９
４．高 Zプラズマのパラメータ診断 富田健太郎，内野喜一郎 ６６４
５．プラズマと量子ビームによる短波長光源 東 口 武 史，大 塚 崇 光，鵜 篭 照 之，

藤 岡 慎 介，西 村 博 明，鈴 木 千 尋，坂 上 和 之，鷲 尾 方 一，遠 藤 彰 ６６９
６．おわりに 東 口 武 史 ６７７
俯瞰と展望：磁気リコネクション研究の最前線
１．はじめに－分野連携が進むリコネクション研究－

小 野 靖，松 元 亮 治，星 野 真 弘，清 水 敏 文，堀 内 利 得 ７５３
２．高速リコネクション機構の最新研究
２．１ 電流シートの散逸 堀 内 利 得 ７５９
２．２ リコネクションと波動・乱流の相互作用 篠 原 育，横 井 喜 充 ７６５
２．３ プラズモイド放出と非定常リコネクション 井 通 暁，西 塚 直 人 ７６９
２．４ ２つのリコネクションの協調現象‐構造駆動の非線形不安定性と

突発的磁気リコネクションの起源‐ 岸 本 泰 明，JANVIER Miho ７７４
２．５ 三次元磁場構造が引き起こす爆発的現象 草 野 完 也，小 野 靖 ７８０
２．６ まとめ 井 通 暁 ７８４
３．エネルギー変換過程としてのリコネクション
３．１ リコネクションによるプラズマ加熱 今 田 晋 亮，井 通 暁 ７８６
３．２ リコネクションによる高エネルギー粒子生成

‐乱流リコネクションでの粒子加速‐ 星 野 真 弘 ７９２
３．３ プラズモイドによる異常プラズマ加熱・加速 西 塚 直 人 ７９６
３．４ まとめ 今 田 晋 亮，小 野 靖 ８０１
４．新たなリコネクション研究の芽
４．１ 相対論領域のリコネクション 銭 谷 誠 司，高 橋 博 之 ８４５
４．２ 弱電離プラズマ中のリコネクション 西 塚 直 人，磯 部 洋 明 ８４９
４．３ 恒星におけるスーパーフレア現象 柴 田 一 成 ８５３
４．４ リコネクション応用の開拓 小 野 靖 ８５７
５．リコネクション研究の課題と将来
５．１ シミュレーション研究の課題と将来 宇佐見俊介，銭 谷 誠 司 ８６１
５．２ 高エネルギー宇宙物理学分野の課題と将来 松 元 亮 治，高 橋 博 之 ８６４
５．３ 太陽観測の課題と将来 清 水 敏 文，原 弘 久 ８６８
５．４ 磁気圏観測の課題と将来 藤 本 正 樹 ８７２
５．５ 室内実験の課題と将来 井 通 暁，小 野 靖，蔵 満 康 浩 ８７６
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６．まとめ‐リコネクション研究の進歩とこれから‐
小 野 靖，松 元 亮 治，星 野 真 弘，清 水 敏 文，堀 内 利 得 ８８０

講 座 核融合プラズマシミュレーションの技法－大規模並列計算環境の活用－
１．はじめに 渡 邉 智 彦 ４５
２．並列コードを開発するための基礎技法 坂 上 仁 志 ４９
３．MHDシミュレーションのコーディング技法 三 浦 英 昭，藤 堂 泰，後 藤 俊 幸 １１９
４．Vlasov シミュレーションのコーディング技法 渡 邉 智 彦，井戸村泰宏 １７１
５．粒子シミュレーションのコーディング技法 内 藤 裕 志，佐 竹 真 介 ２４５
レーザー生成プラズマの新しい温度，密度領域における物性とシミュレーション
１．はじめに 大 道 博 行，佐々木 明 ４０３
２．レーザープラズマ相互作用における状態方程式 MORE Richard ４０８
３．EUV光源や ICFにおけるレーザープラズマ相互作用の初期過程

―レーザーアブレーション― 砂 原 淳 ４１６
４．固体物性からみたレーザーアブレーション 富 田 卓 朗 ４９３
５．レーザー加工のシミュレーション 山 田 知 典，山 下 晋，杉 原 健 太，村 松 壽 晴 ５００
６．磁場閉じ込め核融合におけるペレット溶発の物理と応用 坂 本 隆 一，後 藤 基 志 ５４４
７．レーザープラズマ相互作用において問題となる物質状態に関する考え方のまとめ

米 田 仁 紀 ５５１
核融合施設における放射線計測の基礎
１．放射線防護の考え方と放射線障害防止法 甲 斐 倫 明，河 野 孝 央 ６２２
２．放射線計測の基礎 飯 本 武 志，上 蓑 義 朋，河 野 孝 央 ６２９
３．核融合施設における放射線計測
３．１ 放射線計測の特徴 田 中 将 裕，田 中 照 也 ６８１
３．２ トリチウム計測の基礎と実践 松 山 政 夫 ６８３
３．３ 中性子計測の基礎と実践 瓜 谷 章 ６８６
４．JT‐６０における管理測定の現状
４．１ 中性子環境下におけるトカマク装置運転のための放射線計測 助 川 篤 彦 ８０５
４．２ JT‐６０施設における放射線安全管理 小 林 和 容，笹 島 唯 之 ８１０
５．講座のまとめと将来の留意点 河 野 孝 央 ８１４

研 究 論 文 磁化プラズマの２次元静電乱流におけるエントロピーカスケードの実験的検証 河森栄一郎 ４５１
高速電子ビームの自己生成磁場ガイドによるコア加熱の高効率化 城 � 知 至，砂 原 淳，

長 友 英 夫，坂 上 仁 志，藤 岡 慎 介，白 神 宏 之，三 間 圀 興 ４５６
プロジェクトレビュー 日米科学技術協力事業TITANプロジェクト

１．はじめに 奥 野 健 二 ７０５
２．プロジェクトの狙いと進め方 室 賀 健 夫 ７０６
３．第一壁・ブランケットの物質熱輸送に関する研究
３．１ 第一壁トリチウム・物質移行

徳 永 和 俊，宮 本 光 貴，大 塚 哲 平，梶 田 信，大 野 哲 靖，上 田 良 夫 ７０９
３．２ ブランケットトリチウム移行 寺 井 隆 幸，深 田 智，小 西 哲 之，

片 山 一 成，山 本 靖，登 尾 一 幸，枝 尾 祐 希，近 田 拓 未 ７１４
３．３ 熱流動制御とモデリング � 刀 資 彰，横 峯 健 彦，植 木 祥 高，

結 城 和 久，佐 竹 信 一，江 原 真 司，橋 爪 秀 利 ７１９
４．照射複合効果に関する研究
４．１ 照射・トリチウム複合効果 波多野雄治，大 矢 恭 久，原 正 憲，小 田 卓 司，

大 塚 哲 平，佐 藤 紘 一，張 鯤 ７２５
４．２ 接合・被覆システムの健全性

木 村 晃 彦，橋 本 直 幸，盧 相 熏，薮 内 聖 皓，大 貫 惣 明 ７３１
４．３ 動的変形挙動 長谷川 晃，檜 木 達 也，野 上 修 平，四 竈 樹 男 ７３７
５．システム統合モデルに関する研究 相 良 明 男，乗 松 孝 好，橋 爪 秀 利 ７４３
６．日米プロジェクトの新しい展開 －PHENIX計画－ 上 田 良 夫，波多野雄治 ７４９
７．まとめ 奥 野 健 二 ７５２

レビュー論文 D-He-Be 混合プラズマ環境下でのタングステンの微細組織と重水素保持特性
宮 本 光 貴，西 島 大 輔，BALDWINMatthew J.，DOERNER Russell P.，

上 田 良 夫，栗 下 裕 明，吉 田 直 亮，相 良 明 男 ３３５
高速点火レーザー核融合実験用クライオジェニックターゲットの開発 岩 本 晃 史，藤 村 猛，

中 井 光 男，乗 松 孝 好，坂 上 仁 志，白 神 宏 之，疇 地 宏 ５１７
太陽風アルヴェン波とイオンビーム不安定性 成 行 泰 裕，羽 田 亨，坪 内 健 ５７３

研究技術ノート 蛍光体を ITO膜付ガラス盤上へ塗布する簡易な方法
中 瀬 貴 文，比 村 治 彦，塩 野 剛 司，竹 内 信 行 １８０

研 究 最 前 線 若手による核融合炉実用化に向けた技術成熟度評価 笠 田 竜 太，後 藤 拓 也，藤 岡 慎 介，
日 渡 良 爾，大 山 直 幸，谷 川 博 康，宮 澤 順 一，核融合炉実用化若手検討会 １９３
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高温プラズマにおける高 Z多価イオンの分光と原子構造
１．はじめに 森 田 繁 ２７１
２．磁場閉じ込めプラズマにおけるタングステン多価イオンの観測

蓮 尾 昌 裕，田 中 博 隆，柳 林 潤 ２７３
３．LHDにおける高 Z多価イオンのEUV分光 鈴 木 千 尋 ２８４
４．LHDにおけるタングステンスペクトルの研究

森 田 繁，坂 上 裕 之，董 春 鳳，後 藤 基 志，大石鉄太郎 ２８９
５．LHDにおける高 Z多価イオン可視域禁制線の観測 加 藤 太 治 ２９６
６．EBITにおける高 Z多価イオンの生成と分光 中 村 信 行，坂 上 裕 之 ２９９
７．高 Z多価イオンの原子構造理論 小 池 文 博 ３０５
８．高 Z多価イオンのモデリングの現状 佐々木 明 ３０８
９．タングステンイオンのモデリング 村 上 泉 ３１４
１０．おわりに 村 上 泉 ３１８
双方向型共同研究の新展開に向けた 28 GHz 帯の高出力ジャイロトロン開発の現状

今 井 剛，双方向型共同研究委員会EBWセンター間連携研究検討グループ
（假家 強，南 龍太郎，出射 浩，図子秀樹，長崎百伸，佐野史道金子 修，日野友明） ４４５

平成２５年度プラズマ・核融合学会学会賞候補選考結果の報告 ６９２
Plasma and Fusion Research 掲載論文アブストラクト １２８，２６１，４２３，５０７，６３５，６９４，８１７
追 悼 ４２６
新刊図書紹介 ６９６
会 員 の 声 ８２６
インフォメーション ITERだより�～� ５７，１８４，３２８，５０９，６３７，８２０

幅広いアプローチ活動だより�～� １３０，２６３，４２７，５５４，６９７，８９０
ITPA（国際トカマク物理活動）会合報告�～� １３３，４３０，６３８，８８７
JT‐６０共同研究優秀賞の選考結果について １８５，６９９
【会議報告】27th Symposium on Fusion Technology（27th SOFT） ５８

第２４回 IAEA核融合エネルギー会議（FEC） ６０
第１回 IAEA原型炉プログラム作業会 ６６
第５４回アメリカ物理学会プラズマ分科会（APS-DPP）年会 ６８
第６５回気体エレクトロニクス会議（GEC） ３２９
第１６回若手科学者によるプラズマ研究会 ３３０
25th Symposium on Fusion Engineering（SOFE） ５５７
第３１回電離気体現象国際会議（ICPIG） ８９３
第４０回European Physical Society Conference on Plasma Physics（EPS） ８９４
19th IEEE Pulsed Power Conference（PPC）および
40th IEEE International Confer ence on Plasma Science（ICOPS） ８９５
The 21st International Symposium on Plasma Chemistry（ISPC-21） ８９７

【人事公募】 １８６，２６５，３３１，５１１，５５８，６９９，８２２，８９８
本 会 記 事 高校生シンポジウム「安心安全の近未来社会とプラズマ科学」報告 ７２

第２９回プラズマ・核融合学会年会報告 ７７
学会賞候補者募集のお知らせ ８３
若手学会発表賞選考結果の報告 ８４
学会賞候補者募集のお知らせ １３５
第３０回プラズマ・核融合学会年会 シンポジウムおよび招待講演の募集 １８７
広報委員会だより 第５回おもしろ科学教室（名古屋大学）での出展 １９０
専門委員会応募に対する採択の結果 ２６９
学会賞候補者の募集について ２６９
総会提出資料の学会ホームページ掲載・閲覧について ３３３
第３０回年会一般講演・インフォーマルミーティングの募集 ４３６
２０１３年若手学会発表賞の募集について ４４０
第２５回専門講習会報告 ４４１
第５２回プラズマ若手夏の学校開催概要 ５１５
第２回通常総会資料 ５６４
第３０回年会プログラム概要 ６４０
第１０回核融合エネルギー連合講演会 ６４３
広報委員会だより「小学生のための夏休み『自由研究』教室」における活動報告 ７０２
第２６回専門講習会開催のお知らせ ７０３
第１１回高校生シンポジウム「人類の未来を拓くプラズマ・核融合」報告 ８２７
第５２回プラズマ若手夏の学校開催報告 ８３２
おわびと訂正 ９００
【こちら編集委員会です】新年度スタート？ ４４０

新旧合同委員会を開催しました ５１５
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ここに注目！年会招待講演の投稿論文・記事 ５５６
発表！今年上半期の学会誌（１～６月号）でもっとも多く
ダウンロードされた記事 ６４３
年会間近！歴史が刻まれている瞬間 ７０１
お詫びと訂正 ８３３
若手の教科書 ９００

Plasma & Fusion Calendar ７１，１３４，１８８，２６７，３３２，４３４，５１３，５６２，６３９，７００，８２４，８９９
Vol .８９総 目 次 ９０１
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